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沖縄島北部に固有のヤンバルクイナは、移入種マングースの分布域北上に伴い、分布域や個体数が減少し、絶滅が危ぶまれた。保護増殖事業
計画の策定により、野生復帰個体の創出や野生復帰技術開発が行われてきた。これまでに、放鳥個体の野生個体との番形成や自然下での繁殖
成功例を複数得てきた。しかし、野生復帰個体の生存期間が短いこと、野生個体との比較が不足していることなどから、野生復帰により適し
た個体創出や放鳥・追跡技術のさらなる開発が必要である。またヤンバルクイナに好適な環境条件を抽出し、それに即した環境改善や創出が
求められている。さらに、観光客の増加による生息への軋轢も懸念され、影響の軽減が重要な課題である。

国頭村奥間の森林公園及び大宜味村大保ダム周辺において、巡視と観光客への啓発・指導を実施し、ノネコ
の目視などをやんばる野生生物保護センターに通報した。
今年度新たに野生の6個体を捕獲し、9月に野生復帰された6個体とともに追跡調査をおこない、生存率や行動
圏等の情報を取得した。また、前年以前から追跡中の17個体中4個体で繁殖開始が見られ、うち1巣でヒナの
巣立ち成功を、2巣ではハブとアカマタによる食害を確認した。9月に放鳥したうちの1個体はハブによる捕食
に遭った。
こうした野生個体や野生復帰個体の詳細な生態情報は、環境省のヤンバルクイナ・ワーキンググループで報告
され、保護増殖事業に寄与した。今後は世界自然遺産関連での観光客の本格的な増加も予想され、ヤンバルク
イナに対するロードキルによる直接的、観察者が増えることによる間接的な影響などの課題への対応にも、
生態情報が役立つものと思われる。

好適な生息環境の把握と改善
・ヤンバルクイナに好適な生息・餌環境などを把握し、生息環境改善に役立てる
・観光客が生息地を訪れることによる、本種との軋轢を軽減するため、巡視や啓発等を実施する
野生個体と野生復帰個体の比較
・放鳥する環境に生息する野生個体の生息状況を把握
・野生個体を捕獲追跡し、生存期間、死因、行動範囲等の情報を得る
・生存率、番形成、繁殖等に影響する要因を抽出し、野生復帰個体とこれらを比較検討する
・より適した野生復帰個体の創出に役立てる

事業の背景・目的

事業の内容

得られた成果

野生復帰個体の放鳥

放鳥地点から約400m移動して、樹木
の上にねぐらする野生復帰個体
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